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第3章 都市計画対象道路事業の目的及び内容（事業特性） 

第1節 都市計画対象道路事業の目的 

名岐道路は、国道 22 号と並行し、愛知県一宮市から岐阜県岐阜市を結ぶ地域高規格道路です。 

本事業においては、一宮市街地にあたる名古屋高速一宮線一宮東出口から東海北陸自動車道

一宮木曽川 IC までの延長約 7.5km を対象として整備を行います。 

国道 22 号一宮市街地付近は、渋滞・事故等が頻発しており、課題が顕著です。本事業により

課題が解消され、「物流・産業」「渋滞」「事故」の 3つの観点において、より良い地域づくりに

寄与する事を目的としています。 

また、上記の地域の課題や将来像等を踏まえ、以下の 3つの政策目標を設定しています。 

 

1. 都市間の物流・人流アクセス性向上・産業活性化支援 

2. 国道 22 号等の交通の円滑化  

3. 国道 22 号等の交通安全の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 都市計画対象道路事業の位置 

 

 

第2節 都市計画対象道路事業の内容 

2.1  都市計画対象道路事業の種類 

指定都市高速道路または一般国道の改築 

 

2.2  都市計画対象道路事業実施区域の位置 

1） 起終点 

起点・終点：愛知県一宮市 

 

2） 都市計画対象道路事業実施区域の位置 

当該事業により土地の形状の変更並びに工作物の新設及び増改築が想定される概ねの範囲を

「都市計画対象道路事業実施区域」（以下、「事業実施区域」といいます。）とし、その位置は、

図 3-2 に示すとおりです。 



 

3-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 都市計画対象道路事業実施区域の位置 
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2.3  都市計画対象道路事業の規模 

延長：約 7.5km 

 

2.4  都市計画対象道路事業に係る道路の車線の数 

車線数：4車線 

 

2.5  都市計画対象道路事業に係る道路の設計速度 

設計速度：80km/h 

 

2.6  その他の都市計画対象道路事業の内容 

1） 道路区分（種級） 

第 2種第 1級（自動車専用道路） 

 

2） 都市計画対象道路事業に係る構造の概要 

道路構造は、嵩上式（高架構造）を計画しています。 

 

3） インターチェンジ等の設置 

本事業において、インターチェンジ及びジャンクションの設置を計画しています。 

 

4） 休憩所の設置 

本事業において、休憩所の設置の計画はありません。 
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第3節  その他の都市計画対象道路事業に関する事項 

3.1  都市計画対象道路事業の経緯 

名岐道路は、国道 22 号と並行し、愛知県一宮市から岐阜県岐阜市を結ぶ路線計画です。名古

屋・一宮・岐阜間は、名古屋都市圏の中で最大の人口集積エリアであり、航空産業等の先進産

業が集積するエリアですが、一般道路を利用した場合に比べ現状の高速道路を利用した場合は

約 1.5 倍の延長があり、迂回感があるとともに、ボトルネック箇所が存在するため、時間信頼

性が低いルートです。また国道 22 号は朝夕のピーク時の渋滞や交通事故等の問題があります。 

名岐道路は、愛知県一宮市における当該事業の効率的な実施に関し、令和元年度から国土交

通省 中部地方整備局が計画段階評価の手続きを実施しており、構想段階における道路計画のア

ンケート調査や、「社会資本整備審議会 道路分科会 中部地方小委員会（以下、中部地方小委員

会）」を２回実施し、アンケート調査や関係する地方公共団体の長からの意見、中部地方小委員

会での有識者の意見等を踏まえ、構造等を総合的に決定することを目指すとともに、整備効果

などを調査・検討してきました。 

また、「社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会 中京圏小委員会」において、中

京圏の高速道路を賢く使うための料金体系の検討が進められ、その後、令和 2 年 2 月 5 日に国

土交通省 道路局において「中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）（以下、具体

方針（案））」が公表されたところです。この具体方針（案）では、名岐道路の整備について、名

古屋高速道路公社が事業主体となることを前提とした上で、必要な財源確保にあたり現行の償

還期間を延長する旨の方針が示されたところです。 

本事業の事業者については、具体方針（案）にある名古屋高速道路公社が事業主体となるこ

とを前提とした場合、道路の種類は「指定都市高速道路」となり、4車線の計画であることも考

慮すれば、「環境影響評価法」（平成 9 年 6 月 13 日法律第 81 号）における「第一種事業」に該

当することとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 意見聴取の状況  

中部地方小委員会 
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第 1 回中部地方小委員会において、概略計画の検討プロセスを明確化し、計画検討の発議を行

いつつ、地域の課題や将来像等を踏まえ、3つの政策目標を設定し、これらの目標を達成するた

めの複数の道路構造案を設定しました。設定にあたっては、本事業の周辺地域が都市計画に基づ

いて、土地区画整理事業、都市計画道路等が計画・整備されている状況であり、また、事業の西

側については、市街化が進むとともに、幼稚園や小・中学校等の教育施設が多く存在している状

況であることから、社会的影響や自然環境等に与える影響なども考慮した結果、国道 22 号上を

基本としたルートが適切であると判断しました。このため、国道 22 号と同一ルート内で整備が

可能である構造を基本とし、専用部整備案、部分立体案、平面 8車線案の 3案を選定しました。 

設定した道路構造案は、図 3-8 に示すとおりです。 

 

 

 

地域の課題 

 

 
 

  

図 3-4 地域の課題「現状と課題①」
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出典：第 1回中部地方小委員会資料（国土交通省中部地方整備局）

図 3-5 地域の課題「現状と課題②」

図 3-6 地域の課題「現状と課題③」 
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政策目標（案）と設定した複数の道路構造案 

 

 
 

 

 
 

 

出典：第 1回中部地方小委員会資料（国土交通省中部地方整備局）

図 3-7 地域の課題を解決する政策目標（案） 

図 3-8 設定した道路構造案 
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地域の意見聴取（地域の課題・重視すべき事項） 

○調査目的 

公共事業の効率性及び実施過程の透明性の一層の向上を図るため、アンケート調査を実施し、名

岐道路の道路計画について、周辺地域の皆様に御意見を伺いました。 

 

○調査方法・調査期間・配布回収数 

意見聴取期間は令和元年 9月 13 日～11 月 13 日とし、無作為抽出による郵送配布・留置き・Web

の 3 種類の方法でのアンケート調査、また地方公共団体や経済・産業団体などの各種団体・関係機

関に対してヒアリングを実施致しました。調査方法及び配布・回収数は以下のとおりです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 1回中部地方小委員会資料（国土交通省中部地方整備局）

アンケート資料 




